
「主の道は平ら
己の不義に躓くな」

ホセア書13～14章 イスラエルの回復



０. イントロダクション
Ⅰ. イスラエルの産みの苦しみ 13章
Ⅱ. イスラエルの最終的回復 14章
Ⅲ. まとめと適用

わたしのつまずきを取り除こう

アウトライン

サマリアの遺跡
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■著者 …ホセア＝“主は救う”
父はベエリ＝“我が満足”…父も信仰者。

■出身・活動の場 …北イスラエル

■時代 …ヤロブアム2世(北王国)～
(南は、ウジヤ、ヨタム、アハズ、ヒゼキヤ)

■背景 …偶像崇拝に染まり、裁きは間近に!!

ホセア書とは？
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ホセアは身をもって、主の哀しみと憐れみ、永遠の愛を伝えた
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ホセア書の構成
➊姦淫の女との結婚 (1～3章)

姦淫の女の不義と復縁、猶予期間へ

➋イスラエルへの裁き (4～13章)
数々の姦淫の罪の告発。
一時的な回復もあるが、
終末まで根本的な状況は同じ。

➌イスラエルの回復 (14章)
永遠に主の妻となる

■ガザ

➊姦淫の罪

➋懲らしめ・猶予

➌終末の裁き

➍復縁・回復
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Ⅰ．イスラエルの産みの苦しみ ホセア書13章
イスラエルのネゲブの荒野



裁き エフライムの罪 ホセア13:1
「エフライムは震えながら*語ったとき、イスラ
エルの中であがめられた。しかし、バアルのこと
で咎ある者となって死んだ*。｣

＊主への恐れを持って語った。
■北10部族の筆頭だったエフライム族。

➡神に背き、断絶され、待つのは厳しい裁き。
＊死とは、“神との断絶”

➡不信仰者は、神の目には死んでいる。



裁き 偶像礼拝の行く末 ホセア13:2
今、彼らは罪を重ね、自分のために*銀で鋳物の
像を造り、自分の考え*で偶像を造った。これは
みな、職人のわざ。彼らはこれについて言う。
『人を献げる者たちは*、子牛に口づけせよ』と。

＊偶像礼拝の本質は、人の利己的な欲望。
己の欲望を肯定し、満たすのが偶像礼拝の魅力。

＊金の子牛礼拝で、人身供養まで行われていた?!
■後、ユダもマナセ王の時代、同等の罪に陥り、

バビロン捕囚の裁きが決定してしまう。



裁き 吹き散らされる民 ホセア13:3～4
それゆえ、彼らは朝もやのように、朝早く消え去
る露のようになる。打ち場から吹き散らされる籾殻
のように、また、穴から出る煙*のようになる。
しかしわたしは、エジプトの地にいたときから、
あなたの神、【主】である。あなたはわたしのほか
に神を知らない*。わたしのほかに救う者はいない。

＊かまどの穴から立ち上る煙
＊霊肉魂によって知ることができるのは、実体ある

唯一の神だけ。



裁き 飼い主を忘れた羊 ホセア13:5～6
このわたしは荒野で、干ばつの地であなたを知っ
ていた。
しかし牧草で満腹したとき*、彼らは満ち足り、
心は高ぶり、そうしてわたしを忘れた。
わたしは彼らに対して獅子のようになり、豹のよ
うに道端で待ち伏せる。

＊羊にたとえられるイスラエル
■約束の地で王国を築き、繁栄したイスラエル。

ヤロブアムⅡ世の北王国は絶頂を極めたが…。

飼い主を忘れた
羊の運命は？



裁き 猛獣に裂かれるように ホセア13:8～9
子を奪われた雌熊*のように彼らに襲いかかり、
彼らの胸をかき裂いて、その場で雌獅子のように
食らう。野の獣は彼らを引き裂く。
イスラエルよ、あなたは滅ぼされる。あなたの
助け手*である、わたしに背いたからだ。

＊最も危険。小熊を見たら、即刻立ち去るべし。
■獅子も豹も熊も、身近な猛獣だった。

➡長年の荒廃で猛獣も棲みつかない地に!!
＊エゼル …三位一体の神の聖霊の働きが“助け手”



裁き 重ねられた王の不義 ホセア13:10～11
では、あなたの王はどこにいるのか。すべての町
のうちで、あなたを救う者は。あなたをさばく者
たちはどこにいるのか。かつてあなたが『私に王
と高官たちを与えよ*』と言った者たちは。
わたしは、怒ってあなたに王を与え、また憤って
これを奪い取る。エフライムの不義は束ねられ、
その罪は蓄えられている。

＊真の王である神を拒み、自分たちの王を欲した。
➡その結果が、早々と神に背いたサウル王。

■王を替えるごとにイスラエルは罪を重ねた。 サマリアの遺跡



患難 子を産む女の苦しみ ホセア13:13
子を産む女の激しい痛み*が彼のところに来る
が、彼は知恵のない子で*、時が来ても、母の
胎から出て来ない。

＊イスラエルの苦しみを示す。
➡究極が大患難時代。

(イザヤ13:9,エレミヤ12:21,黙12:2)
＊神の知恵がない王

➡神の知恵そのものである真実の王が、
来たるべきメシア。イエス・キリスト



患難 死からの贖いへの途上 ホセア13:14
わたしはよみの力から彼らを贖い出し、死から彼
らを贖う*。死よ、おまえのとげはどこにあるのか。
よみよ、おまえの針はどこにあるのか。あわれみは
わたしの目から隠されている*。

■裁きと救い、怒りと憐れみが同時に語られる。
➡空前絶後の災厄を通過しながら滅びは免れ、

民族的回心、救い* に至るのが大患難時代。
■死の勝利は約束され、メシアが完全に実現する。

しかし、今なお産みの苦しみの時が続いている*。



裁き 裁きの息 ホセア13:15～16
彼は兄弟たちの中で栄えている。だが、東風*
が吹いて来て、【主】の息*が荒野から立ち上
り、水源は涸れ、泉は干上がる。それはすべて
の尊い器がある宝物倉を略奪する。
サマリアは咎ある者となる。自分の神に逆
らったからだ。彼らは剣に倒れ、幼子たちは八
つ裂きにされ、妊婦たちは切り裂かれる。」

＊乾季をもたらす熱風。アッシリアをも指す。
＊“ルーアッハ” …息、風、霊。

➡アダムに命をもたらしたヤハウェの息が、
イスラエルに厳しい裁きをもたらすことに。



Ⅱ．イスラエルの最終的回復 ホセア書14章
レバノン杉の古木



促し 立ち返れ、イスラエル ホセア14:1
イスラエルよ。あなたの神、【主】に立ち返れ*。
あなたは自分の不義につまずいたのだ。
あなたがたはことばを用意し、【主】に立ち返れ*。
主に言え。「すべての不義を赦し、良きものを受け入
れてください。私たちは唇の果実*をささげます。｣

＊冒頭がこの言葉。“ショーブ、イスラエル”
“ショーブ”…向く。帰る。方向性を示す言葉。
ホセア書に23回。最多はエレミヤ書115回。

■姦淫のイスラエルの立ち返りを求めるホセア書。
＊悔い改め。ここだけの表現。 誰のせいにもできない自分の不信仰



回復 癒やされる背信 ホセア14:3～4
「アッシリアは私たちを救えません。私たちは
もう馬に乗らず*、自分たちの手で造った物に
『私たちの神』と言いません。みなしごがあわれ
まれるのは、あなたによってです*。」
「わたしは彼らの背信を癒やし、喜びをもって彼
らを愛する。わたしの怒りが彼らから離れ去った
からだ。」

＊馬は軍事力の象徴 ➡自分の力を誇らない。
＊みなしごとなったイスラエルの回復を求める。

(律法は繰り返し弱者の擁護を命じている。)



回復 生い茂るイスラエル ホセア14:5～6
わたしはイスラエルにとって露のように*なる。
彼はゆりのように花咲き、レバノン杉*のように
根を張る。その若枝は伸び、その輝きはオリーブ
の木*のように、その香りはレバノン杉のように
なる。

＊恵みの象徴 …乾季に緑を潤すのが朝露。
＊北方から輸入され、神殿の建材にも用いられた。
＊イスラエルの象徴。生命力が強く、幹が倒れて

も、脇芽が生え、束ねられて太くなっていく。
オリーブ油は聖霊の象徴でもある。 オリーブの古木



回復 主の下での繁栄 ホセア14:7
その陰*に住むものたちは、穀物のように生き
返り*、ぶどうの木のように芽をふく。その名
声はレバノンのぶどう酒*のようになる。

＊真実に神に仕える指導者たちの下、
イスラエルの民も主の恵みに満たされ尽くす。

＊｢一粒の麦死なずば…(ヨハネ12:24)｣
■主の守りの内に、永遠に繁栄するイスラエル。
＊この時代に知られていた高級ワイン。

ぶどうの新芽



回復 主から得る実 ホセア14:8
「エフライムよ。わたしと偶像との間に、どうい
う関わりがあるか。わたしが応え、わたしが世話
をする。わたしは緑のもみの木*のようだ。わた
しから、あなたは実を得るのだ。」

＊糸杉(口語、新共)
Ⅱコリント6:14～15
｢不信者と、つり合わないくびきをともにしては
いけません。正義と不法に何の関わりがあるで
しょう。光と闇に何の交わりがあるでしょう。 キ
リストとベリアルに何の調和があるでしょう。｣ ガリラヤ湖畔の糸杉

預言者の働きを着実に
継いでいるのが使徒



回復 つまずかず、主の道を歩め ホセア14:9
知恵ある者はだれか。その人はこれらのことを悟
れ。悟りのある者はだれか。その人はそれらのこ
とをよく知れ。【主】の道は平らだ*。正しい者
はこれを歩み、背く者はこれにつまずく。

＊あなたは自分の不義につまずいた(14:1)
Ⅰペテ2:7～8 したがってこの石(メシア)は、信じ
ているあなたがたには尊いものですが、信じてい
ない人々にとっては、「家を建てる者たちが捨て
た石、それが要の石となった」のであり、それは
「つまずきの石、妨げの岩」なのです。



Ⅲ． まとめと適用 わたしのつまずきを取り除こう



■姦淫の女を娶り、不貞に耐え、堕落した妻と復縁したホセア。
主が与えた女性を愛し、激しい嫉妬の内にも、忍耐し、
最後には悔い改めた妻と、愛し合う夫婦の関係を回復しただろう。

■ホセアが身をもって示し、証ししたのは、イスラエルへの神の計画。
イスラエルの姦淫の罪、裁き、悔い改めと回復がホセア書のテーマ。

■偶像礼拝に陥り、神を忘れたイスラエルは、滅ぼされ、約束の地を
追われた。以降も、同じ過ちを繰り返しながら、今に至っている。

■しかし、世の終わりの大患難時代、最後の厳しい裁きを通過して、
イスラエルは回心し、再臨のメシアによって完全に回復される。

ホセア書のテーマを確認しよう



ホセア書 13章14節

わたしはよみの力から彼らを贖い出し、死から彼らを贖う。

死よ、おまえのとげはどこにあるのか。
よみよ、おまえの針はどこにあるのか。

あわれみはわたしの目から隠されている。

主が、イスラエルを贖い出す時が来る。
しかしその前に、神の憐れみが隠される、大患難時代の裁きがある。



コリント人への手紙第一 15章54～57節

そして、この朽ちるべきものが朽ちないものを着て、
この死ぬべきものが死なないものを着るとき、
このように記されたみことばが実現します。

「死は勝利に呑み込まれた。」
「死よ、おまえの勝利はどこにあるのか。

死よ、おまえのとげはどこにあるのか。」

死のとげは罪であり、罪の力は律法です。
しかし、神に感謝します。神は、私たちの主イエス・キリストに
よって、私たちに勝利を与えてくださいました。

直接の引用

解釈としての引用

再臨のメシアが
千年王国を

実現するとき!!



｢死のとげは罪であり、罪の力は律法です。Ⅰコリント15:56」

■罪あるすべての人には、死のとげ、罪が突き刺さっている。

■律法は、神が与えた恵みの約束。
➡しかし、罪人には、神の恵みすら毒になる。

律法は、罪人にはむしろ、罪を犯させる力となった。

■イスラエルには、罪を贖う方が必要だが、人には不可能。
預言が示すのは、完全に神であり人であるメシア、主イエス。

ホセアの預言が究極的に示す、メシア

十字架の主イエスが、罪を贖い、死に勝利された!!



■屈辱と見せしめの十字架刑では、通りすがる人々が侮蔑できるよう、
受刑者は、人々と変わらぬ目線の高さで釘づけられた。

➡十字架の贖いは、見上げるのではなく、見据えるべきもの。

■主イエスが追われたその罪は、私が負うべきだったもの。
しかし、メシアは誰より身を低くされ、私の罪を負ってくださった。

■主イエスの十字架によって、促されるのは、
主が負ってくださった、私自身の罪を見据えることだ。

■誰もが目を背ける自分自身の罪に、向き合うことができるのは、
罪ゆるされたクリスチャンだけに与えられた力だと知ろう。

主イエスの十字架を見据えよう



■死んで葬られた主イエスは、死を打ち破って復活された。
栄光の姿で昇天し、神の右の座で大祭司のとりなしをされている。

■主イエスの十字架を見据える時、
痛みと共に、深い憐れみが胸に染みる。

復活の栄光の主を見上げ、讃える時、溢れ出てくる喜びがある。
再臨の主を待ち焦がれて祈るなら、揺るがぬ希望が据えられる。

■十字架で死に勝利されたキリストは、やがて死とよみすら滅ぼす。
主の栄光に包まれ尽くした、完全に新しい世界が待っている。

栄光の主を見上げよう

すべての預言を成就される約束の神が、私たちの存在の基盤だ。



■自分の罪を見据える者は、主イエスの十字架を見るだろう。
己の罪を認めることが、救いを受け入れる入口だ。

■神につまずくと言う者は、倒れた主イエスの御体を蹴飛ばしている。
他者につまずいたと言うクリスチャンは、己の罪につまずいている。

■他者を通して突きつけられるのは、自分の中にある同様の罪だ。
砕かれる度に、主への信頼を深めていこう。ただ主に委ねよう。
私の心の領域を、聖霊が、あまねく支配されていくように。

★ 主の道は平ら わたしのつまずきを取り除こう ★

主に立ち返るなら、このつまずきすらも有益だ。
ただ主を愛し、ただ主を誉め讃えよう。



ホセア書 14章1,9節

あなたの神、【主】に立ち返れ。
あなたは自分の不義につまずいたのだ。

知恵ある者はだれか。その人はこれらのことを悟れ。
悟りのある者はだれか。その人はそれらのことをよく知れ。

【主】の道は平らだ。
正しい者はこれを歩み、背く者はこれにつまずく。



「天のお父さま。わたしは、あなたに背き、罪を重ねてきました。
わたしは、まぎれもない罪人です。この罪をゆるしてください。
わたしは、神のみ子イエス・キリストが、

①わたしの罪を贖うために十字架で死に、
②墓に葬られ、
③三日目に復活したこと、を信じます。

信じてなお、日々、自分自身の罪につまずく私がいます。
愚かさに打ち砕かれる、心貧しい私の、なんと幸いなことでしょう。
主が永遠に、私を癒してくださいました。
永遠の御国に入るその時まで、喜んで日々の使命に用いられます。
主イエス・キリストのみ名によって祈ります。 アーメン｣

あがなつみ じゅうじか

はか ほうむ

ふっかつ

かさ

し

みっかめ しん

つみびと

こ

わたし

つみ

しん

そむ つみ

な いのしゅ

かみ

てん とう

しゅ

とき

う

みくに

じぶんじしんひび

さいわ

えいえん

わたしおろ

はい

こころまず

えいえん よろこ

つみ わたし

くだ

いや

ひび もちしめい


